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対象者 生年月日

65 歳になる人 昭和 31 年 4 月 2 日～昭和 32 年 4 月 1 日生まれ

70 歳になる人 昭和 26 年 4 月 2 日～昭和 27 年 4 月 1 日生まれ

75 歳になる人 昭和 21 年 4 月 2 日～昭和 22 年 4 月 1 日生まれ

80 歳になる人 昭和 16 年 4 月 2 日～昭和 17 年 4 月 1 日生まれ

85 歳になる人 昭和 11 年 4 月 2 日～昭和 12 年 4 月 1 日生まれ

90 歳になる人 昭和 6 年 4 月 2 日～昭和 7 年 4 月 1 日生まれ

95 歳になる人 大正 15 年 4 月 2 日～昭和 2 年 4 月 1 日生まれ

100 歳になる人 大正 10 年 4 月 2 日～大正 11 年 4 月 1 日生まれ

令和３年度高齢者肺炎球菌ワクチン対象者
▼対象者には、令和3年 7月
に高齢者肺炎球菌ワクチン受
診券を送付しています。ただし、
過去に任意接種で高齢者の肺
炎球菌ワクチンを１回でも接種
した人や、５年前の平成28年
度に接種した人は対象外です。
▼接種を希望する人は、かかり
つけ医へご相談ください。
▼受診券を紛失した場合は、再
発行しますので下記までご連
絡ください。

【問合せ先】町健康福祉センター（電話 72-1852）
接種期間 / 令和 4年 3月 31日（木）まで
自己負担額 /2,000 円

忘れていませんか？高齢者肺炎球菌ワクチン

予防接種、受け忘れていませんか？
3月1日から7日は予防接種週間です

子どもの病気は、適切な年齢にワクチンを接種することで感染症の予防や、重症化を防ぐことができます。
3月 1日～ 7日の間は、診察時間の延長や土日診療をしている病院があります。必要な予防接種を済ませ、
病気を未然に防ぎましょう。

小学校入学前までに必要な予防接種 （接種を忘れがちなもの）

ワクチン名 対象者と接種回数

麻しん風しん（MR）
1 期：生後 1 歳以上 2 歳未満

2 期：保育所年長児（相当）4 月 1 日から 3 月 31 日の期間で 1 回

水ぼうそう 生後 1 歳から 3 歳未満（2 回）

日本脳炎 1 期：生後 6 カ月から 7 歳 6 カ月未満（3 回）

小学生に必要な予防接種

ワクチン名 対象者と接種回数

日本脳炎 2 期：9 歳から 13 歳未満（1 回）

二種混合 11 歳から 13 歳未満（1 回）

ワクチン名 対象者と接種回数

子宮頸がん
12 歳となる日の属する年度の初日から

16 歳になる日が属する年度末日まで（3 回）

▼接種される際には、必ず母子手帳と予診票
を持っていきましょう。接種間隔は接種医とご
相談ください。
▼子宮頸がんワクチンは現在接種の積極的勧
奨が差し控えられていますが、希望者は公費
負担で接種可能です。
▼平成17年度から21年度にかけての接種の
積極的勧奨の差し控えにより、日本脳炎の予
防接種を受ける機会を逃した平成7年 4月2
日～平成19年 4月1日生まれの人は特例で定
期予防接種の対象になります。
詳しくは担当までお問い合わせください。

中学生に必要な予防接種（女性のみ）
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２
０
２
２
年
2
月
1
日
、
石

原
慎
太
郎
氏
が
亡
く
な
っ
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で

き
ま
し
た
。
89
歳
、
膵
臓
が
ん

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
膵
臓
が
ん

で
亡
く
な
っ
た
有
名
人
、
昭
和

天
皇
、
千
代
の
富
士
、
星
野
仙

一
な
ど
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

残
念
な
が
ら
、
膵
臓
が
ん
は

最
も
生
存
率
の
低
い
が
ん
で
す
。

膵
臓
は
お
腹
の
最
も
奥
に
あ
る

た
め
、
検
査
を
す
る
の
も
な
か

な
か
難
し
い
の
で
す
。し
た
が
っ

て
、
早
期
に
見
つ
け
る
の
が
困

難
で
、
発
見
が
遅
れ
る
こ
と
が

い
ま
だ
に
多
い
が
ん
で
す
。

　

し
か
し
、
徐
々
に
膵
臓
が
ん

に
対
す
る
研
究
も
進
歩
し
て
き

て
い
ま
す
。
ま
ず
、
膵
臓
が
ん

に
な
り
や
す
い
患
者
さ
ん
の
特

徴
（
リ
ス
ク
因
子
）
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。
近
親
者
に
膵
臓

が
ん
が
１
人
い
る
と
、
膵
臓
が

ん
に
な
る
確
率
は
そ
う
で
な
い

人
の
４
．５
倍
、2
人
い
る
と
６
．

４
倍
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
糖

尿
病
で
2
倍
、
肥
満
は
１
．
５

〜
２
．
８
倍
、喫
煙
は
１
．
７
倍
、

飲
酒
は
１
．
２
倍
、
慢
性
膵
炎

は
13
倍
、
膵
管
内
乳
頭
粘
液
性

腫
瘍
（
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｎ
）
の
あ
る
患

者
は
16
〜
22
倍
に
な
る
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
糖
尿
病
が
発
見
さ
れ

て
間
も
な
い
人
、
ア
ル
コ
ー
ル

な
ど
に
よ
る
慢
性
膵
炎
の
人
、

Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｎ
と
診
断
さ
れ
て
い
る

人
は
、
定
期
検
査
を
ぜ
ひ
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
検
査

を
受
け
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う

か
。
一
般
的
に
は
簡
便
で
苦
痛

の
な
い
超
音
波
検
査
が
行
わ
れ

ま
す
が
、
肥
満
、
便
秘
の
あ
る

人
は
脂
肪
や
ガ
ス
に
よ
っ
て
膵

臓
を
観
察
す
る
こ
と
が
困
難
で

す
。
ま
た
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に

比
べ
る
と
診
断
能
が
劣
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

造
影
剤
を
用
い
た
Ｃ
Ｔ
は
昔

か
ら
診
断
能
が
高
く
、
標
準
的

に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
定

期
検
査
と
し
て
用
い
る
の
に
は

被
曝
の
問
題
が
あ
り
薦
め
ら
れ

ま
せ
ん
。
造
影
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
造
影

Ｃ
Ｔ
と
同
等
の
診
断
能
を
も
ち
、

被
爆
も
あ
り
ま
せ
ん
。
造
影
を

行
わ
な
い
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
も
診
断
能

は
高
く
、
定
期
検
査
と
し
て
用

い
る
の
に
最
適
で
す
。
私
が
一

押
し
の
検
査
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
検
査
で
膵
臓
に
腫

瘍
が
疑
わ
れ
れ
ば
、
超
音
波
内

視
鏡
検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

超
音
波
内
視
鏡
は
胃
カ
メ
ラ
の

先
端
に
超
音
波
が
つ
い
て
お
り
、

胃
の
中
か
ら
超
音
波
を
使
っ
て

膵
臓
を
観
察
し
、
必
要
な
場
合

に
は
腫
瘍
に
細
い
針
を
刺
し
て
、

組
織
検
査
を
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
組
織
検
査
に
よ
っ
て
膵

臓
が
ん
か
ど
う
か
、
ま
た
、
抗

が
ん
剤
が
効
く
か
ど
う
か
も
推

測
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

今
で
は
必
須
の
検
査
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
日
野
病
院
で

は
超
音
波
内
視
鏡
検
査
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｃ
Ｔ
は

最
新
の
装
置
を
導
入
し
て
い
る

た
め
、
膵
臓
が
ん
の
検
診
に
は

充
分
な
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

実
際
、
私
の
外
来
で
は
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｎ

の
患
者
さ
ん
に
は
半
年
に
1
回

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

膵
臓
が
ん
は
最
も
怖
い
が
ん

で
は
あ
り
ま
す
が
、
早
期
に
発

見
で
き
れ
ば
生
存
率
は
大
き
く

改
善
し
ま
す
。
前
述
の
リ
ス
ク

因
子
の
あ
る
人
は
日
野
病
院
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日野病院の孝田雅彦病院長が、さまざまな病気や健康について、その予防法や
健康に過ごすための豆知識などお役立ち情報をお届けします。

日野病院日野病院

病院長コラム病院長コラム

日野病院  病院長　孝田　雅彦　

第62回 最も怖いがん　膵臓がん

生
存
率
の
低
い
膵
臓
が
ん

な
り
や
す
い
特
徴
は

が
ん
検
査
に
よ
る
早
期
発
見
で

生
存
率
は
大
き
く
改
善

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ロ
ナ
治
療
法

日
常
の
感
染
予
防
も
し
っ
か
り
と


